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１. はじめに 

ＮＴＴインフラネット株式会社は，日本全国のＮＴＴ

の通信基盤設備のエンジニアリング業務を一元的に担当

している．しかし，日本の多くの歴史のある会社がそう

であるように，弊社でも熟練技術者の減少により品質の

低下，ノウハウの継承など様々な問題が発生している．

本論文ではそうした問題の解決策として，ＧＩＳ上で全

方位撮影画像を利用した視覚的な情報のインデックス化

という手法を活用事例ともに紹介する． 

 

２. 技術内容 

２.１ 全方位撮影技術（ジオショットＦＥ） 

ＮＴＴ通信基盤設備の計画で地下ケーブルは，施設記

録をもとに設計者が現場へ行きマンホール内部を調査し

ている．しかし近年は，技術者不足によりマンホール内

部調査が困難になってきており，現場へ行かず机上設計

を実施することが多い．机上設計だけでは工事着工後に

変更が多く発生し，設備投資管理に重大な影響を及ぼす． 

そこで，弊社では設備の状況を把握し，正確な設計を行

うことのできる記録写真の利用を目的とし，その撮影が

可能なシステム「ジオショットＦＥ」を開発してきた．「ジ

オショットＦＥ」には図－１(a)のようにマンホール内に

入らなくても撮影可能な吊下げ型と，図－１(ｂ)のよう

にとう道（通信用地下トンネル）や局舎内を撮影するた

めの地上設置型の２種類がある． 

   

(a)マンホール撮影用(吊下げ型) (b)とう道撮影用(地上設置型) 

図－１ ジオショットＦＥ撮影タイプ 

 

 

 本技術では，魚眼レンズにて撮影した合計２枚の写真

によりあたかも現場にいるかのような３６０度球体パノ

ラマ画像が作成でき，マンホール内の状況を誰でも把握

することができる． 

２.２ ＧＩＳ設備管理システム（トリプルＩＰ） 

弊社では，マンホール約７０万個，管路総延長約６０

万Km，とう道約１，０００Kmと膨大なＮＴＴ通信基盤

設備を維持管理するため，弊社ではＧＩＳを利用した設

備管理システム「トリプルＩＰ」を利用している．本シ

ステムは，図－２のようにＧＩＳ上で膨大なＮＴＴ通信

基盤設備データとレイヤ分けされたノウハウ情報とがリ

ンクされており，社員誰でもが簡単に取り込み，取出し

が可能な仕組みになっている． 

弊社の場合は５０歳以上の社員が約半数を占めており，

今後１０年間で熟練技術者がほぼ半減することから，技

術者の高齢化に伴うノウハウの継承への対応が急務とな

っている．これまでノウハウの継承は，ベテラン社員が

若手社員へ１対１で時間を掛けて行ってきた.しかしな

がら，団塊世代の大量の退職者や人材の流動化などによ

り，これまでのようなノウハウの継承が困難になり，残

された情報の必要性すら判断がつかない状況となりつつ

ある．そこで弊社では，地図をインデックスとし，その

中に必要な情報を蓄積していく「トリプルＩＰ」を活用

し，ノウハウの継承を行っている． 

 

図－２ ＧＩＳ 設備管理システム（トリプルＩＰ） 
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３. 活用事例 

昨年発生した東日本大震災により多数のＮＴＴマンホ

ールが広範囲で被災したため，マンホールの復旧作業を

効率的に行うことが必要となった．そこで，ジオショッ

トＦＥにより撮影した画像をトリプルＩＰに登録し，復

旧への効果的なツールとして利用を試みた． 

今回撮影した被災マンホールは，岩手県３１８箇所，

宮城県３４９箇所，福島県５４９箇所，茨城県２９箇所，

千葉県１箇所，東京都１７０箇所の合計１，４１６箇所

であり，震災後２週間から３ヶ月の間に撮影され，その

全てがトリプルＩＰに登録されている．ジオショットＦ

Ｅにて撮影した画像は，トリプルＩＰ上で図－３のよう

にアイコンで表示され，そのアイコンをクリックするこ

とにより，３６０度球体パノラマ画像が格納されたフォ

ルダが起動し，画像を参照することができる． 

これまでマンホール等の補修，修復方法については，

ノウハウが蓄積された熟練技術者が，施設記録，記録写

真，位置図（地図），現場立地条件などの様々情報を集め，

方法の検討を行ってきた．しかしこのトリプルＩＰを利

用すれば，必要な情報を全てフォルダに収めておくこと

により，社員誰でもが地図上から容易に情報を収集する

ことができる．また，ジオショットＦＥによる３６０度

球体パノラマ画像は，マンホール内すべてを見渡せる画

像であるため，復旧時の機材配置，ケーブル移設が必要

であればそのスペースの検討など，ノウハウの少ない社

員でも映像で理解することができる．    

通常の設備構築工事と同様に，被災設備の復旧工事の

工程においても一人の技術者のみが携わるのではなく，

提案，設計，積算，工事監理と様々な専門の技術者が関

与する．そこでこのジオショットＦＥによる球体画像は，

操作者の望んだ視点で自由に画像を参照することができ

るため，今後の復旧工事の様々な工程で利用し，工事に

反映する予定である． 

 

図－３ トリプルＩＰ上の３６０度球体パノラマ画像 

 また，トリプルＩＰには図－４のように震災直後にマ

ンホール及び橋梁添架管路の目視点検結果「設備点検カ

ルテ」やＧＰＳ内蔵デジタルカメラによる被災地の状況

写真についてもデータベース化を行っている．設備点検

カルテは，震災直後の宮城県内の詳細な被災設備データ

２，６６１件が記録されており，管路の損傷状況，周辺

舗装の亀裂や沈下状況などが写真と共に記録されている．

この情報についてもＮＴＴ通信基盤設備とＧＩＳ上でリ

ンクされているため，社員誰でも容易に参照ができ，今

後の復旧及び予防保全の貴重な資料として期待される． 

  

図－４ トリプルＩＰ上の設備点検カルテ 

 

４. おわりに 

これまでジオショットＦＥに撮影画像は，古く劣化が

進んだマンホールの設備点検記録画像やとう道の近接工

事協議用画像として活用してきた．今回は，ノウハウ継

承の課題に対し，東日本大震災をきっかけとして，ＧＩ

Ｓを活用した設備管理でその解決を試みた．この方法に

より，情報がＧＩＳ上にインデックス化され，ノウハウ

が少ない社員でも容易に画像を取り出し，マンホール内

の状況を画像で視覚的に理解することができるため，今

後の復旧工事のツールとして有用であることがわかった． 

今後は，登録方法の簡素化，ノウハウ情報のさらなる

蓄積を行うと共に，今回の東日本大震災での試みを全国

展開し，ＧＩＳ上で管理していく予定である． 
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